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風
が
秋
ら
し
く
心
地
よ
い

季
節
、
十
二
所
の
五
大
堂
明

王
院
さ
ま
を
訪
ね
ま
し
た
。

ご
住
職
は
鎌
倉
の
顔
。
お
寺

を
守
り
、
そ
し
て
現
代
に
活

動
の
幅
を
広
げ
大
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
鎌
倉
十
三
仏
詣

り
や
様
々
な
企
画
、
な
ん
と

も
頼
も
し
い
存
在
。
い
つ
も

笑
顔
で
元
気
一
杯
の
仲
田
晶

弘
ご
住
職
で
す
。

　
今
回
の
み
ほ
と
け
は
明
王

院
所
蔵
の
祭
神
、
通
称
、
大

江
広
元
稲
荷
で
す
。
像
は
右

手
に
鎌
を
し
っ
か
り
持
ち
左

手
に
は
稲
を
担
い
で
お
ら
れ

ま
す
。
稲
束
に
は
米
粒
も
見

ら
れ
緻
密
な
細
工
が
施
さ

れ
、
お
顔
は
や
さ
し
く
、
拝

顔
し
て
い
る
と
大
河
ド
ラ

マ
、
大
江
広
元
役
の
栗
原
英

雄
さ
ん
の
顔
が
浮
か
び
あ
が

る
ほ
ど
似
て
見
え
て
き
ま

す
。
　

　
激
動
の
鎌
倉
幕
府
の
中
枢

と
し
て
活
躍
し
た
大
江
広
元

明
王
院
・
大
江
稲
荷
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（125)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

は
頼
朝
の
信
任
厚
く
政
所
別

当
と
し
て
数
多
く
の
政
策
に

関
与
し
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
で

も
冷
静
に
事
を
進
め
て
、
常

に
何
が
大
事
で
ど
う
す
れ
ば

物
事
が
一
番
う
ま
く
い
く
の

　
大
江
稲
荷
社
は
明
王
院
か

ら
金
沢
街
道
を
朝
比
奈
方
面

へ
進
み
、
十
二
所
バ
ス
停
か

ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
の
所
に
あ

り
ま
す
。
周
辺
の
コ
ン
ビ
ニ

近
く
が
広
元
邸
跡
だ
そ
う

で
、
鎌
倉
の
中
心
地
へ
の
入

り
口
を
ガ
ー
ド
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
鎌
倉
殿
の
13
人
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
な
お
地
元
の
田
畑

の
豊
作
を
祈
る
祭
神
と
な
ら

れ
た
大
江
広
元
公
の
人
柄
に

ふ
れ
た
取
材
で
あ
り
ま
し

た
。

　
一
木
造
、
彫
眼
、
彩
色
。

像
高
51
・
３
㎝
。
江
戸
時
代
。

（
11
月
頃
、
特
別
拝
観
予
定
）

か
を
し
っ
か
り
考
え

て
行
動
し
た
人
と
い

う
印
象
で
す
。

　
地
元
十
二
所
で
は

現
在
も
大
江
稲
荷
講

が
あ
り
、
２
月
の
初

午
祭
に
は
明
王
院
住

職
に
よ
り
盛
大
に
祭

り
が
行
わ
れ
信
仰
を

集
め
て
い
ま
す
。

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
３
年
前
に
土
橋
さ
ん
か
ら

設
計
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う

隈
さ
ん
は
、
内
装
を
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
の
展
示
空
間
と
マ
ッ

チ
す
る
よ
う
シ
ン
プ
ル
に
整

え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
象
徴
す
る
鎌
倉
彫

に
着
想
を
得
て
、
建
物
の
正

面
に
ヒ
ノ
キ
を
用
い
る
な
ど

「
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
を
結
ぶ

デ
ザ
イ
ン
」
と
話
し
た
。

　
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
ン
グ
ボ
ト

　
英
国
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
博
物

館
Ｂ
Ａ
Ｍ
鎌
倉
が
、
９
月
23

日
鎌
倉
の
若
宮
大
路
沿
い
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
英
国
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

を
紹
介
す
る
博
物
館
で
、
建

物
の
設
計
は
建
築
家
・
隈
研

吾
さ
ん
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時

代
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
１
階
か
ら
４
階

　
実
家
の
裏
に
大

き
な
栗
の
木
が
あ

り
、
リ
ス
と
競
争
す

る
栗
拾
い
や
栗
ご
飯

な
ど
、
愉
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
▼
し
か

し
、
先
日
「
ナ
ラ
枯
れ
」
と

い
う
診
断
を
さ
れ
、
伐
採
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
▼
「
ナ
ラ
枯
れ
」
と
い

う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
ナ

ラ
菌
」
を
媒
介
す
る
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
樹
木
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で

発
症
す
る
感
染
症
だ
そ
う
で

す
▼
ナ
ラ
菌
が
樹
体
内
で
拡

が
る
こ
と
で
、
水
の
通
り
道

が
阻
害
さ
れ
て
枯
れ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
樹

木
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
▼
「
自
然

界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
関
係
な
く
、
の
ん
び
り

し
て
い
て
良
い
な
ぁ
」
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
色
々
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
は
人

間
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
初
亥
祭
　
１
日
９
時
、
神

事
。
神
職
・
関
係
者
の
み
。
11

～
14
時
、祈
祷
祭
。
江
島
神
社
。

　
▼
人
形
供
養
　
２
日
13
時
、

参
列
不
可
。
本
覚
寺
。

　
▼
開
山
忌
　
３
日
屋
外
か
ら

参
列
の
み
。
円
覚
寺
。

　
▼
達
磨
忌
　
４
日
14
時
宿

忌
、
５
日
10
時
半
斎
、
建
長
寺
。

　
▼
絵
筆
塚
祭 

８
・
９
日
ま

ん
が
絵
行
灯
掲
揚
。
８
日
日
没

後
点
灯
。
９
日
、
祭
事
。
似
顔

絵
、河
童
絵
コ
ン
ク
ー
ル
な
し
。

荏
柄
天
神
社
。

　
▼
舎
利
講
式
　
14
・
15
日
仏

舎
利
の
御
開
帳
　
見
学
不
可
。

円
覚
寺
。

　
▼
十
夜
大
法
要
　
12
・
13
・

14
日
法
要
。
13
日
練
行
列
。

13
・
14
日
施
餓
鬼
会
、
夜
店
。

光
明
寺
。

　
▼
筆
供
養
　
27
日
11
時
、
東

慶
寺
の
前
田
青
邨
筆
塚
。

　
▼
白
旗
神
社
文
墨
祭
　
28
日

10
時
、鶴
岡
八
幡
宮
白
旗
神
社
。

　
▼
鎌
倉
薪
能
　
無
観
客
公

演
。
11
月
中
～
下
旬
オ
ン
ラ
イ

ン
無
料
配
信
を
予
定
。

10月

隈
研
吾
氏
が
設
計
、
英
国
と
日
本
の
架
け
橋
に

英
国
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
博
物
館
Ｂ
Ａ
Ｍ
鎌
倉 

開
館

鎌
倉
芸
術
祭

ア
ー
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
多
彩
に

極
彩
色
の

  　
タ
ン
カ
25
点

幻
の
永
福
寺
の
展
示

馬
場
﨑
研
二
仏
画
展

歴
史
博
物
館

ま
で
の
空
間
に
、
館
長
の
土

橋
正
臣
さ
ん
が
30
年
以
上
か

け
て
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
展
示
し
て
い
る
。
建
物
１

階
に
あ
る
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の

ロ
ン
ド
ン
タ
ク
シ
ー
は
ブ

ラ
ッ
ク
キ
ャ
ブ
カ
フ
ェ
。

　
開
館
前
の
お
披
露
目
が
９

月
17
日
に
行
わ
れ
、
土
橋
さ

ん
は
「
ロ
ン
ド
ン
の
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
博
物
館
と

同
じ
よ
う
に
小
さ
な
博
物

館
」「
こ
の
博
物
館
で

私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

▶
隈
さ
ん
（
左
）
と
土
橋
さ
ん
の
ト
ー
ク
＝
９
月
17
日

観
音
薬
師
緑
多
羅

▶
Ｂ
Ａ
Ｍ
鎌
倉
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

ム
駐
日
英

国
大
使

は
、「
す

ば
ら
し
い

建
物
と
コ

レ
ク
シ
ョ

ン
。
鎌
倉

が
日
英
の

架
け
橋
と

な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と

挨
拶
し
た
。

　
鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―
11
―

４
―
１
　
月
曜
休
館
。
大
人

１
３
０
０
円
。
※
オ
ン
ラ
イ

ン
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
可
。
問

い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７
・
84 

・
８
６
８
９

　
30
年
以
上
に
渡
り
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
仏
画
「
タ
ン

カ
」
絵
師
と
し
て
イ
ン
ド
を

拠
点
に
活
動
し
た
馬
場
﨑
研

二
さ
ん
（
70
）
の
仏
画
展
が

10
月
16
日
～
23
日
、
鎌
倉
の

若
宮
大
路
に
あ
る
鎌
倉
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
る
。

　
馬
場
﨑
さ
ん
は
大
学
生
の

と
き
ネ
パ
ー
ル
で
タ
ン
カ
絵

と
出
合
っ
た
。
25
歳
か
ら
イ

ン
ド
北
部
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に

暮
ら
し
、タ
ン
カ
絵
師
・
チ
ャ

ン
バ
師
に
師
事
。
木
綿
を
木

　
第
17
回
鎌
倉
芸
術
祭
が
９

月
17
日
～
12
月
17
日
ま
で
開

か
れ
る
。

　
鎌
倉
の
芸
術
文
化
を
発
信

し
よ
う
と
２
０
０
６
年
か

ら
、
絵
画
や
鎌
倉
彫
な
ど
の

展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
薪

能
、
史
跡
巡
り
な
ど
の
多
彩

な
催
し
物
を
、
市
内
の
社
寺

な
ど
を
会
場
と
し
て
毎
年
秋

に
開
催
し
て
い
る
。

　
催
し
の
情
報
は
鎌
倉
芸
術

祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
。

　
横
浜
の
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
で
、「
永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
と
鎌

倉
御
家
人
」
展
が
開
か
れ
て

い
る
。
源
頼
朝
が
建
立
し
た

永
福
寺
の
全
貌
と
、
鎌
倉
幕

府
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
た

そ
の
軌
跡
を
、
歴
史
資
料
群

か
ら
復
原
す
る
。

　
頼
朝
は
、
１
１
９
２
年
に

臨
池
伽
藍
を
そ
な
え
た
大
寺

院
永
福
寺
を
建
立
し
た
が
、

鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
室
町
期

の
火
災
で
焼
失
し
廃
絶
し
て

し
ま
っ
た
。
今
は
鎌
倉
・
二

階
堂
に
国
指
定
史
跡
永
福
寺

跡
の
史
跡
公
園
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　
展
示
で
は
、
文
献
史
料
や

考
古
資
料
か
ら
鎌
倉
幕
府
や

鎌
倉
御
家
人
に
重
要
視
さ
れ

て
い
た
永
福
寺
を
紹
介
す

る
。
10
月
15
日
～
12
月
４

日
。
９
百
円
。
問
い
合
わ
せ

同
歴
史
博
物
館
☎
０
４
５
・

２
０
１
・
０
９
２
６

枠
に
貼
る
キ
ャ
ン
バ
ス
作
り

か
ら
手
作
業
で
行
い
、
大
き

な
作
品
を
仕
上
げ
る
の
に

２
、３
カ
月
か
か
る
と
い
う
。

２
０
０
９
年
に
帰
国
し
、
故

郷
の
長
崎
県
佐
世
保
市
に
ア

ト
リ
エ
を
構
え
る
。
　

　
今
回
の
展
示
で
は
如
来
や

菩
薩
な
ど
を
細
密
に
描
い
た

伝
統
的
な
タ
ン
カ
ほ
か
最
近

の
創
作
タ
ン
カ
な
ど
25
点
。

馬
場
﨑
さ
ん
は
「
帰
国
し
て

10
年
以
上
た
つ
か
ら
日
本
的

な
絵
画
の
要
素
と
融
合
し
た

作
品
も
あ
る
」
と
話
し
て
い

る
。
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
０

４
６
７
・
22
・
５
１
３
１

の
部
屋


